
「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-①】

45.8%

34.9%

12.7%

6.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

好き

どちらかというと好き

どちらかというと好きではない

好きではない

(N=3,148)

85.9%

14.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

好き

好きではない

(N=3,076)

30.3%

35.0%

20.5%

14.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

好き

どちらかというと好き

どちらかというと好きではない

好きではない

(N=2,738)

無作為抽出（１６歳以上）

中学生（１～３年生）

小学生（４～６年生）

未就学児（保護者回答）

小学生（１～３年生）

52.5%

26.8%

29.0%

20.0%

17.7%

35.9%

20.1%

15.0%

10.4%

15.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

本屋さんによく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

本が好きな周りの人に影響を受けた

学校で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

インターネットやSNSの情報で興味を持った

特にきっかけはない、わからない

(N=2,541)

55.8%

23.5%

27.9%

18.4%

19.6%

27.7%

26.7%

16.8%

19.3%

15.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

書店によく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

本が好きな周りの人に影響を受けた

学校で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

インターネットやSNSの情報で興味を持った

特にきっかけはない、わからない

(N=1,789)

34.6%

15.1%

14.5%

10.4%

25.9%

38.8%

17.9%

15.4%

32.3%

22.6%

16.2%

22.6%

7.2%

5.9%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

書店によく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

図書館で見て興味を持った

書店で見て興味を持った

本が好きな周囲の人に影響を受けた

学校等で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

ドラマや映画の原作や関連本を読んだ

新聞や雑誌の情報で興味を持った

インターネットやSNSの情報で興味を持った

その他

特にきっかけはない、わからない

(N=598)

無作為抽出（１６歳以上）

小学生（４～６年生） 中学生（１～３年生）

35.3%

10.4%

4.0%

2.2%

40.6%

42.8%

11.9%

13.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家で本を読む習慣がなかった

図書館が近くになかった

書店が近くになかった

おもしろくない

読むのに時間がかかる

読むと疲れる・面倒

特に理由はない、わからない

その他

(N=278)

38.6%

8.4%

5.5%

31.4%

54.8%

52.6%

11.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

家で本を読む習慣がなかった

図書館が近くになかった

書店が近くになかった

おもしろくない

読むと疲れる・めんどう

読むのに時間がかかる

特に理由はない、わからない

(N=949)

32.8%

7.9%

6.9%

27.2%

41.0%

30.6%

20.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家で本を読む習慣がなかった

図書館が近くになかった

本屋さんが近くになかった

おもしろくない

読むと疲れる・めんどう

読むのに時間がかかる

特に理由はない、わからない

(N=607)

読書が好き 読書が好きになったきっかけ 読書が好きではない理由

無作為抽出（１６歳以上）

小学生（４～６年生）

中学生（１～３年生）

≪考察≫
・読書が「好き」「どちらかというと好き」と回答した人は各アンケートにおいて約
95％～約65％以上を占めている。

・読書が好きになったきっかけとしては、小中学生においては「家に本があった」が
約50％であり、16歳以上においても3人に1人となっている。

・読書が好きではない理由は、「家で本を読む習慣がなかった」「図書館が近くにな
かった」「書店が近くになかった」を合わせると約50％以上となっている。

➡幼少期から家庭や身近に本がある環境を作り、読書習慣を形成することが必要

33.1%

34.7%

21.4%

10.1%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

好き

どちらかというと好き

どちらかというと好きではない

好きではない

無回答

(N=883)

69.2%

26.7%

3.2%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

好きだと思う

どちらかというと好きだと思う

どちらかというと好きではないと思う

好きではないと思う

(N=987)

67.8％

65.3％

80.7％

95.9％

49.7％

47.6％

52.5％



36.0%

16.3%

4.5%

4.0%

38.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

１～２冊

３～５冊

６～10冊

11冊以上

読んでいない（０冊）

無回答

(N=883)

「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-②】

1か月の読書量について

≪考察≫

・１か月の読書量は小学校１～３年生を除き、学齢期が上がるにつれ概ね不読率は

上昇している傾向にある。

・小学生４～６年生から中学生の不読率を比較すると、おおよそ約５倍上昇してい

る。

➡未就学児、小学生ほど読書量は高い傾向にあることから、家庭、学校、地域、

図書館等のあらゆる場での読書環境の形成が必要

無作為抽出（１６歳以上）

中学生（１～３年生）

小学生（４～６年生）

小学生（１～３年生）

未就学児（保護者回答）

18.1%

32.4%

20.6%

26.0%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=987)

91.7%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

読んだ

読んでいない

(N=3,076)

18.0%

26.8%

19.4%

30.5%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=3,148)

37.1%

20.9%

8.3%

8.1%

25.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=2,738)



33.3%

7.4%

71.6%

8.6%

6.2%

18.5%

16.0%

2.5%

41.1%

27.9%

69.7%

10.0%

10.0%

40.1%

4.8%

4.8%

22.6%

16.8%

58.6%

14.8%

25.3%

37.4%

8.4%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

勉強のため

仕事のため

趣味のため

話題作りのため

脳の活性化のため

情報収集のため

読書をしない

その他

20代以下(N=81) 30～64歳(N=499) 65歳以上(N=297)

「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-③】

年齢別にみる読書をする理由

≪考察≫

・どの年齢層においても、「趣味のため」と回答した人が最も多く、20代

以下で71.6％、30～64歳で69.7％、65歳以上で58.6％となっている。

・30～64歳については「勉強のため」が41.1％、「仕事のため」が27.9％

となっている。

・65歳以上については、「情報収集のため」が37.4％と2番目に高い割合と

なっている。

➡各世代のニーズを的確に捉えた読書活動の支援が必要

自己啓発や自己成長を目的とした読書活動の必要

無作為抽出（１６歳以上）

①

②

①

②

①

②



0.2%

0.5%

2.6%

16.7%

18.4%

10.1%

8.5%

42.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ほとんど毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

３か月に１回

半年に１回

ほとんど行かない

(N=987)

20.2%

17.1%

9.7%

22.7%

30.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=3,148)

13.1%

8.1%

2.7%

27.7%

48.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=2,738)

0.1%

1.6%

3.4%

8.9%

8.6%

7.6%

9.2%

46.0%

13.9%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ほとんど毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

３か月に１回

半年に１回

ほとんど行かない

行ったことがない

無回答

(N=883)

25.0%

9.6%

9.8%

2.5%

2.6%

1.7%

7.4%

29.9%

5.9%

0.9%

1.9%

36.9%

0.2%

2.1%

22.9%

0.2%

0.4%

20.8%

10.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自宅や職場から遠い

利用したい日や時間に開館していない

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

駐車場が少ない

子どもを連れていきにくい

高齢や病気のため行くことができない

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある行事がない

図書館の場所がわからない

興味のある本は購入する

貸出冊（点）数が少ない

勉強等ができる場所が少ない

本をあまり読まない

障害に対応した図書やサービスが少ない

大活字本が少ない

行く目的がない

その他

(N=529)

27.3%

4.1%

20.0%

6.2%

5.4%

24.7%

2.0%

6.7%

13.7%

3.0%

20.4%

62.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家や学校から遠い

利用したい日や時間に開いていない

読みたい本が少ない

本が古い

図書館の場所がわからない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のあるイベントがない

興味のある本は買う

勉強できる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=1,324)

「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-④】

無作為抽出（１６歳以上）

中学生（１～３年生）

71.7%

28.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

ある

ない

(N=3,076)

小学生（４～６年生）

小学生（１～３年生）

未就学児（保護者回答）

公共図書館の利用

無作為抽出（１６歳以上） 中学生（１～３年生）

20.3%

6.5%

2.7%

0.2%

1.2%

17.5%

0.3%

30.2%

4.2%

0.8%

0.5%

12.7%

0.7%

1.0%

5.3%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自宅や職場、子どもの通う園所から遠い

利用したい日や時間に開館していない

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

駐車場が少ない

子どもを連れていきにくい

高齢や病気のため行くことができない

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある行事がない

図書館の場所がわからない

興味のある本は購入する

貸出冊（点）数が少ない

勉強等ができる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=987)

未就学児（保護者回答）

公共図書館を利用しない理由

≪考察≫
・各アンケートにおいて、公共図書館を「利用しない」、「ほとんど行かない」
と回答した人の割合は小学生を除き、約40％を超える割合となっている。

・公共図書館を利用しない理由として、
〔ハード条件〕「自宅や職場から遠い」、「本を返しに行くのがめんどう」と

いった回答が合計で約50％以上となっている。

〔ソフト条件〕16歳以上においては「興味のある本は購入する」人の割合が3
人に1人となっている。

➡図書館機能の周知と利用促進
市内のどこでも気軽に読書活動ができるまちづくり

54.9％
50.5％52.0％



「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-⑤】

中学生（１～３年生）

小学生（４～６年生）

小学生（１～３年生）

移動図書館の利用

中学生（１～３年生）

移動図書館を利用しない理由

6.7%

12.7%

80.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月1回くらい

年に数回

利用しない

(N=2,738)

13.1%

19.9%

5.7%

34.0%

19.6%

2.7%

10.3%

15.8%

59.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

利用したい日や時間に来ていない

読みたい本が少ない

本が古い

どこに来ているか知らない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のある本は買う

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=2,206)

無作為抽出（１６歳以上）
無作為抽出（１６歳以上）

1.1%

0.5%

14.8%

82.9%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月１回

月２回以上

ほとんど利用しない

利用したことがない

無回答

(N=883)

61.0%

6.0%

24.0%

4.3%

2.0%

1.2%

7.6%

0.8%

13.3%

1.0%

0.3%

10.4%

0.2%

0.3%

17.0%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

どこにいつ来ているか知らない

利用したい日や時間に来ていない

草津市立図書館・南草津図書館を利用する

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

子どもを連れていきにくい

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある本は購入する

貸出冊数が少ない

勉強等できる場所がない

本をあまり読まない

障害に対応した図書やサービスが少ない

大活字本が少ない

行く目的がない

その他

(N=863)

あおばな号の利用

18.2%

18.3%

63.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

月1回くらい

年に数回

利用しない

(N=3,148)

54.7%

45.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

ある

ない

(N=3,076)

≪考察≫

・移動図書館を「利用したことがない」人の割合は16歳以上、中学生双方、

80％を超えている。

・移動図書館を利用したことのない理由として、「どこにいつ来ているか知ら

ない」が16歳以上で60％以上、また中学生においても3人に1人となっている。

・小学校を巡回している「あおばな号」の利用は小学校低学年で50％を超えて

いる。

➡移動図書館の稼働についての周知が必要

年齢にあった読書意欲を高める取り組みの必要



「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-⑥】

中学生（１～３年生）

小学生（４～６年生）

小学生（１～３年生）

学校図書館の利用

中学生（１～３年生）

学校図書館を利用しない理由

97.4%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

(N=3,076)

24.4%

32.3%

22.3%

12.8%

8.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=3,148)

19.0%

12.7%

7.9%

21.6%

38.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=2,738) 4.4%

36.3%

9.7%

1.8%

35.9%

3.4%

11.1%

19.6%

3.1%

29.4%

58.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

利用したい日や時間に開いていない

読みたい本が少ない

本が古い

図書館の場所がわからない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のあるイベントがない

興味のある本は買う

勉強できる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=1,063)

※小学生は90％以上が学校図書館を利用

≪考察≫

・中学生の学校図書館の利用については、「利用しない」「年に数回」を

合わせると60％を超えている。

・中学生が学校図書館を利用しない理由として、「行く目的がない」が約

58％と最も高い。

➡更新した図書の周知を行うなど、学校図書館への興味関心図る必要

学校図書館の計画的な授業での利活用および図書館資料の充実の必要

60.4％



4.3%

43.5%

4.3%

2.2%

23.9%

15.2%

32.6%

0.0%

0.0%

4.3%

23.9%

2.2%

6.9%

54.3%

3.4%

1.7%

23.4%

7.4%

21.1%

1.1%

13.7%

1.7%

8.0%

7.4%

6.0%

27.6%

4.3%

4.3%

9.5%

9.5%

19.0%

0.0%

40.5%

5.2%

20.7%

14.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

この１か月はたまたま読まなかった

読む時間がない

図書館が近くにない

書店が近くにない

読みたいと思う本がない

文字を読むのが苦手

読むのが面倒

近くの図書館に読みたい本がない

文字が小さく読みづらい

障害があるため読むことが困難

特に理由はない

その他

20代以下(N=46) 30～64歳(N=175) 65歳以上(N=116)

「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-⑦】

年齢別にみる読書をしなかった理由

≪考察≫

・65歳以上については、「文字が小さく読みづらい」の割合が約40％と

なっている。

➡誰もが読書に楽しめる読書環境が必要

無作為抽出（１６歳以上）

①

②

①

②
①

②



44.5%

22.1%

47.2%

23.2%

29.7%

24.7%

25.1%

14.0%

34.8%

17.4%

21.0%

30.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

周りにもっと本があること

本に関するイベントをすること

読書が楽しめる場所を増やすこと

本がある場所に連れて行ってもらうこと

図書館機能を充実すること

読書に関する情報が伝わってくること

読書している(N=2,037) 読書していない(N=701)

43.6%

35.8%

50.2%

24.9%

25.2%

26.6%

20.5%

11.4%

33.1%

7.8%

22.9%

30.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

周りにもっと本があること

本に関するイベントをすること

読書が楽しめる場所を増やすこと

本がある場所に連れて行ってもらうこと

図書館機能を充実すること

読書に関する情報が伝わってくること

読書している(N=2,982) 読書していない(N=166)

「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-⑧】

中学生（１～３年生）

小学生（４～６年生）

どのようなことをすればもっと読書を行うか

≪考察≫

・小学校高学年、中学生において「読書をしている」と回答した人は、

「読書を楽しめる場所を増やすこと」と回答した人が、それぞれ50.2％、

47.2％と最も多くなっている。

・小学校高学年、中学生において「読書をしている」と回答した人は、

「周りにもっと本があること」と回答した人の割合が約40％となってい

る。

・反対に「読書をしていない」と回答した人は、小学校高学年では「読書に

楽しめる場所を増やすこと」、中学生では「読書に関する情報が伝わって

くること」と回答した人がそれぞれ約3人に１人となっている。

➡学校図書館のみならず、校内、市内どこでも本の読める場所の整備

市内の施設だけでなく団体との連携による本に触れることのできる環境

づくりが必要

対象となる層や目的に応じた情報発信の必要

①

②

①

②

①

②

①

②



64.2%

63.0%

66.7%

70.4%

65.4%

64.2%

58.0%

45.7%

50.3%

49.7%

49.1%

51.5%

51.3%

48.9%

47.3%

44.5%

22.2%

31.0%

21.9%

19.9%

25.6%

22.2%

29.3%

36.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

身近な地域で本がある環境づくり

地域の読書活動の活性化

読書を楽しめる場の提供

小さなころから本を読むことの習慣づけ

家庭で身近に本がある環境づくり

図書館機能の充実

市からの読書に関する情報発信

本に関する研修や講座の開催

20代以下(N=81) 30～64歳(N=499) 65歳以上(N=297)

「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケート結果について 【資料１-⑨】

読書活動推進のために大切なこと

≪考察≫

・20代以下、30代～64歳については「小さなころから本を読むことの習慣づけ」が、

20代以下で70.4％、30～64歳で51.5％と最も多かった。

・20代以下、30代～64歳については「家庭で身近に本がある環境づくり」が、20代

以下で65.4％、30～64歳で51.3％と最も多かった。

・65歳以上については「本に関する研修や講座の開催」が約3人に1人であった。

➡幼少期の読書について、楽しみながら読書に親しむ環境や方法が必要

参加者の興味やニーズに合わせた内容や環境づくりの必要

無作為抽出（１６歳以上）

①

②

①

②

①

②


